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2 Lp- 1　　飛鴎、奈良時代の茜染、紫根染の色相と染色法一万葉集と史料､再現品からの考察

　　　　　○樋口麻里央、勢畑章子、小見山二郎
　　　　　(実践女大)

＜目的＞　古代の茜染、紫根染の色相と染色法を万葉集中の記述、史料、工芸家の再現品

とその手法から推定する。

＜方法、結果と考察＞　万葉集中の茜と紫染についての記述の中に見られる染色物の染色

技術が上層社会の中でどの程度普及していたか、どのような色相であったか、染色技術が

高度であったか、を推量した。茜染は宮廷人の間にもほとんど普及していなかったが、紫

染めはかなり知れ渡っており、この技術的理由を推測すると共に歌意から色相を推定した。

　正倉院に関する史料、延喜式から茜染め、紫根染めに用いられた材料が何に使われたか、

染色物がどのような色相であったかを推測した。特に紫に関し、赤紫、緋紫、滅紫、黒紫、

紫の語が使われていることから、紫は青紫と考えた。延喜式中の多量の薪の使用は新しい

灰を調製して空気中の二酸化炭素を吸収させ、染液のアルカリ性を保つためと考えた。ま

た種々薬帳他の史料から、奈良時代におけるみょうぱんの渡来の可能性を論じる。

　正倉院遺物の印刷物を測色し、600nm付近まで吸収のある緋色とそれ以上の波長での吸

収のある赤色があることを認めた。当時の緋色の織編物遺物は現在でも色鮮やかであるが、
紫に関しては光による変退色が著しい。これらの二色の遺物から当時の染色物は後世のも

のより、堅牢度が高いことに着目した。これらの考察とトルコ赤の化学構造、中国科学技

術史の記述、工芸家の再現品とその手法、を合わせて茜と紫の色相、媒染法、染色のPH

条件を推定した。

2Lp- 2　　飛鳥、奈良時代の茜染、紫根染の色相と染色法の化学的追求

　　　　　樋口麻里央、勢畑章子、○小見山二郎
　　　　　(実践女大)

＜目的＞　前報で万葉集、史料、工芸染色家の再現品から推定した茜染、紫根染の色相と
染色法を、本報では化学的に再現することを試みた。

＜実験と結果＞　前報の考察に基づいて、まず延喜式に記述された多量の薪が染浴のアル

カリ性の維持に用いられたと推測して、染色が一定のpHで行なわれるように、NaOHを置
いたデシケータ中で行なうことにした。茜染めに関しては、色素抽出液にエタノール、油

を加えるか、水でloo℃までの温度をかけて行ない、最適条件を探索した。次に工芸家は、
それぞれ提案する技術でみょうぱんで媒染しているので、これらを追試したが、赤紫系の

くすんだ色しか得られなかった。トルコ赤と中国科学技術史を参考に、80°Cで熱水抽出し、
みょうばんで先媒染し、カルシウム塩で後媒染すると、最も緋色に近い色相が得られるこ

とが分かった。この際、後媒染でユーロピウム塩を使うと、正倉院遺物の印刷物の色にさ
らに近くなる。

　紫根染めに関しては、史料から青紫色であることが強く推定されたので、このための条

件を探した。約60種の金属塩で媒染し、pH4～10の条件で染色したところ、Al、ＹではpH
によらず青紫色、Ca、Mg、Niでは酸性側で赤紫、アルカリ性側で青紫色が得られた。こ
れらの結果から、飛鳥、奈良時代の染色品が堅牢度が高く、その後この技術が失われたこ

とに対する技術的および歴史的理由を推測する。なお、植物色素の分析に役立つと思われ
る塩化イットリウムを用いる液体配位クロマトグラフ法について報告する。この方法では、
茜の抽出液のピークは８つに分かれる。
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